


























緊急地震速報受信端末

■ 緊急地震速報（気象庁）の活用
　地震時における列車運行の更なる安全確保に努めるため、「気象情報
システム」に併せて、平成19（2007）年8月より気象庁が配信する緊急地
震速報を受信するシステムを構築、運用を開始しています。
　地震発生を列車無線にて自動放送することで、列車の停止・減速等危
険回避行動が可能となり、被害を最小限に抑えることができます。

緊急地震速報は、主要動（Ｓ波）到達前に初期微動（Ｐ波）を地震計で検知し、主要動の大きさ
を予測するもので、現在、気象庁と防災科学技術研究所は、全国に約1,000箇所、地震計を設
置して配信体制をとっています。現在想定されている南海トラフ地震では、主要動が到達する
約30秒前（阪神地域）に地震が予測可能とされています。

※
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風速計

雨量計 地震計 河川監視カメラ（映像例）

■ 気象情報システム
　阪神・淡路大震災を機に運用を開始した気象情報システムは、鉄道総
合ＬＡＮ（Local Area Network）を通じて、ＰＴＣセンター内の運転指令
室に沿線の各種気象観測データ（地震、雨量、風速、河川水位など）を収
集しており、異常気象時における列車運行の安全確保に活用しています。
　運転指令室において沿線の気象状況を確認できる気象情報端末には、
気象観測値が規制値を超えた場合における運転規制の自動提案機能や、
運転規制区間を直感的に理解できる路線図表示機能などを設けること
で、運転指令員をサポートする機能を強化しました。

■ 戸袋への吸い込み防止ステッカーの掲出
　戸袋への手の吸い込み事故を防止するため、扉
内側にステッカーを掲出し、扉付近のお客さまへ
注意喚起を行っています。

自然災害に対する安全対策
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信号機の定期検査

■ 信号機の定期検査
　信号機は、前方の列車状況を運転士に伝える装置で、運転士は信号機の現示に
従って運転します。信号機の定期検査では、レンズ清掃や電圧測定、電球の状態確
認などを行い、設備の安定維持に努めています。

施設・車両の検査・点検

【電気関係施設の検査・点検】

駅周辺地図（拡大）駅周辺地図「津波避難ビル」図記号

鋼板巻き立て補強工法

距離標降車用梯子

■ 耐震補強
　耐震性能の確保を目的として、高架橋柱の耐震補強工事を計画的に
実施しています。
　工事が困難とされる箇所においても、その状況に応じた補強工法を
採用するなどにより、積極的に耐震補強工事を推進しています。

■ 巨大地震・津波対策
　巨大地震・津波対策として次のような対策を実施しています。

「津波避難ビル」は、津波が
発生した際に緊急的に一
時避難することができる自
治体が指定した公共施設
や民間の商業施設などの
建物です。

※

各駅において掲出されている駅周辺地
図に津波避難場所を明記しています。

・

阪神なんば線の新淀川橋梁上において、
地震・津波発生時に橋梁上に停止した列
車からのお客さまの避難誘導を円滑に行
うため、列車から線路へ降りるための梯
子を橋梁上に設置しています。また、橋梁
上で避難方向と距離がわかるように距離
標を設置しています。

・

踏切保安装置の定期検査

■ 踏切保安装置の定期検査
　踏切保安装置は、鉄道と道路が平面交差する踏切道に設置されてい
る装置です。定期検査では、列車の接近を知らせる警報機、列車接近時
に道路を遮断する自動遮断機、障害物検知装置などの点検を行い、設備
の安定維持に努めています。
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画像撮影状況

軌道検測車

■ トンネルの定期検査
　トンネルについては、高解像度のラインセンサカメラによりトンネル内
空を連続的に撮影し、この撮影画像を用いて異常の有無を高い精度で
確認しています。

■ 軌道検測車による軌道変位検査
　軌道検測車により軌道5成分（軌間･水準･高低･通り･平面性）を
0.25m間隔・0.1㎜単位で測定をしています。検測結果を線路補修計画
の立案に活用し、安全な軌道維持に努めています。

近傍での詳細目視検査橋梁下面からの目視検査

■ 高架橋等の定期検査
　高架橋等については、まず目視による検査を実施し、異常の可能性があると判定された箇所については、高所作業
車等を用いた詳細目視検査やテストハンマーによる打音検査等により確認しています。

【土木関係施設の検査・点検】

　車両の安全を保つため、尼崎車庫･工場で検査を実施しています。定期的な検査は、列車検査、状態･機能検
査（月検査）､重要部検査､全般検査で､このほか必要に応じて臨時検査を行っています。

■ 列車検査
　10日を超えない期間ごとに、電車の主要部分について行う検査です。ブレーキシューやパンタグラフのスリ板
などの摩耗部品も取り替えます。

■ 状態・機能検査（月検査）
　３か月を超えない期間ごとに、電車の各部の状態及び機能について行う検査です。電車を動かすモータや制
御装置などの内部の状況を点検し、必要に応じて手入れや部品の取り替えを行います。

【車両の検査】
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■ 全般検査
　8年を超えない期間ごとに、電車の主要部分を取り外して全般に
わたって行う検査です。

全般検査

■ 輪重測定（車両の脱線防止策）
　車両の脱線防止対策として、尼崎車庫内に輪重測定装置を設置しており、左右の車輪にかかる重量バランス
（輪重比）の厳密な管理を定期的に実施しています。

ひずみゲージ設置箇所 ひずみゲージ（拡大） 輪重測定

■ 車輪転削盤（車輪削正）
　走行による車輪の摩耗や車輪表面（踏面）の損傷等を修正する装置です。安全・快適な走行を維持するととも
に、踏面損傷に起因する不快な音や振動音を防ぎます。

車輪転削盤 車輪を削正している箇所

車輪がレール上を通過する際に発生するレールたわみ量を測定、パソコン解析し、両輪の重量バランスを管理しています。
レールたわみ量は、レール側面に取り付けたセンサー（ひずみゲージ）により測定します。
※

重要部検査

■ 重要部検査
　4年又は走行距離が60万kmを超えない期間のいずれか短い期
間ごとに、動力発生装置、走行装置、ブレーキ装置、その他の重要な
装置の主要部分について行う検査です。



29Safety report 2017

（単位：億円）
60

50

40

30

20

10

0

【鉄道事業設備投資実績】■安全関連設備投資
■その他の設備投資

安全投資3

 平成28（2016）年度の実績としましては、設備投資総額46億円のうち安全関連投資額は、約80％の37億円
となっております。主な内容は、神戸市内と西宮市内の2か所での高架化工事、ホームの拡幅やバリアフリー化
等を主目的とした甲子園駅改良工事・梅田駅改良関連工事及び高架橋の耐震補強等です。
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44

平成27（2015）年度 平成26（2014）年度平成28（2016）年度

安全関連設備投資

設備投資総額

平成28（2016）年度 平成26（2014）年度

37 40

9 11

46 51

平成27（2015）年度

44

6

50

（単位：億円）

※「鉄軌道事業者による安全報告書の作成手引き〈参考資料〉安全関連設備投資について」に基づく区分

その他の設備投資




